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栄バスターミナル（オアシス21）3番のりば基幹2号系統、「徳川園新出来」下車徒歩3分
■お車をご利用の場合
蓬左文庫専用駐車場はありません。徳川園駐車場（有料　30分　120円）をご利用下さい。

■休館日／月曜日（祝日・振替休日のときは直後の平日）
 12月14日㈪～1月4日㈪　※催事により変更することがあります。
■展示室／有料　一般：1200円　高大生：700円　小中生：500円（蓬左文庫・徳川美術館 共通観覧）
 【開室時間】午前10時～午後5時（入室は午後4時30分まで）
■閲覧室／無料・館外貸し出しはいたしません。
 【閉架図書】午前9時30分～午前12時　午後1時～午後5時　【開架図書】午前9時30分～午後5時
 【複写サービス】保存など支障のない範囲で、CD-Rからのプリントアウトまたはマイクロフィルム複写などの方法により行います。電話・郵便による申込みも可。
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展
示
室
１
・
２
　
　
　

尾
張
の
茶
道
と
香
道

会期：平成27年4月11日（土）〜 6月7日（日）

　
茶
道
や
香
道
な
ど
の
芸
道
は
、尾
張
徳
川
家
で
の
御
成

や
年
中
行
事
等
の
儀
礼
の
場
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、

ま
た
城
下
の
に
ぎ
わ
い
を
演
出
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
地

に
伝
え
遺
さ
れ
た
作
品
や
史
料
か
ら
は
、芸
道
を
支
え
た

人
々
の
足
跡
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
尾
張
徳
川
家
で
は
、十
二
代
斉な

り

荘た
か（

一
八
一
〇
～
四
五
）を
は
じ

め
と
す
る
当
主
が
茶
の
湯
を
愛
好
し
、山
本
道ど

う

伝で
ん

や
平
尾
数す

う

也や

ら

代
々
の
茶さ

頭ど
う

が
茶
の
湯
の
諸
事
を
と
り
し
き
り
ま
し
た
。
一
方
、

城
下
で
は
高
田
太た

郎ろ
う

庵あ
ん（

一
六
八
三
～
一
七
六
三
）や
河
村
曲

き
ょ
く

全ぜ
ん

斎さ
い（

一
六
七
九
～
一
七
六
一
）な
ど
の
茶
人
が
千
家
流
の
茶
の
湯

を
広
め
ま
し
た
。
近
代
に
な
る
と
、大
名
家
や
寺
院
の
売う

り

立た
て

の
な

か
で
茶
道
具
を
蒐
集
し
た
数
寄
者
ら
に
よ
っ
て
、茶
の
湯
の
文
化
が

引
継
が
れ
ま
し
た
。
本
展
覧
会
第
一
部「
尾
張
の
茶
道
」で
は
、尾

張
の
茶
の
湯
を
支
え
た
人
々
ゆ
か
り
の
作
品
を
展
観
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、幕
末
の
動
乱
の
中
、京
か
ら
名
古
屋
へ
と
移
っ
た
志
野
流

蜂は
ち

谷や

家
は
、尾
張
徳
川
家
の
家
臣
や
町
人
に
多
く
の
門
人
を
抱
え
、

尾
張
に
香
道
を
広
め
ま
し
た
。
徳
川
美
術
館
に
は
蜂
谷
家
の
宗
匠

が
鑑
定
し
、仮
銘
を
つ
け
た
香
木
が
多
数
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
第

二
部
の「
尾
張
の
香
道
」で
は
、志
野
流
十
一
世
蜂
谷
勝
次
郎
豊
光

が
鑑
定
し
尾
張
徳
川
家
に
献
上
し
た「
蘭ら

ん

奢じ
ゃ

待た
い

」を
は
じ
め
と
す

る
名
香
や
、尾
張
徳
川
家
伝
来
の
香
道
具
、蜂
谷
家
所
蔵
の
香
道
具

を
公
開
い
た
し
ま
す
。

香木　銘 蘭
らん

奢
じゃ

待
たい

　源頼政･太田道灌･東福門院和子所用　
徳川美術館蔵

蘭奢待は奈良･正倉院に伝わる名香で、天正2年（1574）信長が
截
き

り取ったことで名が知られている。附属する由緒書により、
源
げん

三
さん

位
み

頼
より

政
まさ

が所持し、江戸時代初めには東
とう

福
ふく

門
もん

院
いん

和
まさ

子
こ

に伝来し、
のち志野流蜂谷家の手鑑香となり、宝暦4年（1754）に志野流
十一世勝次郎豊光から尾張徳川家に献上されたとわかる。

金城温古録　四十二　江戸時代　文久2年（1862）頃

『金城温古録』は、奥村得
かつ

義
よし

が編纂した名古屋城に関す
る史料集成である。本冊巻末に収録される「御

お

家
いえ

御
おん

茶
さ

道
どう

頭
がしら

畧
りゃく

系
けい

図
ず

」は、尾張徳川家に仕えた代々の茶頭とその
流儀の大まかな系図で、一部に誤記も見られるものの、
尾張徳川家の茶の湯の歴史を理解する上での基本とな
る史料である。

鉄
てつ

絵
え

牡
ぼ た ん

丹文
もん

槌
つち

形
がた

花
はな

生
いけ

　武野紹鷗所用・山本道伝献上　
朝鮮王朝時代　15世紀　徳川美術館蔵

本作品は内箱蓋表に「紹鷗ツチ花生　大黒庵」との朱漆銘
があり、千利休の師であった武野紹鷗が所持していたとわ
かる。俵を横にした形の胴に口と高台がつけられており、

「俵
ひょう

壺
こ

」と呼ばれる器形である。尾張徳川家の茶頭を代々勤
めた山本家より尾張徳川家に献上された。
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展
示
室
１

展
示
室
２

会期：平成27年6月10日（水）〜 7月26日（日）

異
国
へ
の
窓
　
―
阿オ

ラ
ン
ダ

蘭
陀･

波ペ
ル
シ
ャ斯･

印イ
ン
ド度

―

殿
様
が
愛
し
た
鳥
た
ち

　
江
戸
時
代
、日
本
は
中
国
・
朝
鮮
・
琉
球
や
オ
ラ
ン
ダ
以
外
の
国
と
の
交
際
を
禁
じ

る
鎖
国
政
策
を
と
っ
て
い
た
た
め
、諸
外
国
か
ら
の
情
報
や
流
通
が
制
限
さ
れ
た
状
態

で
し
た
。
た
だ
し
オ
ラ
ン
ダ
や
中
国
と
の
貿
易
に
よ
っ
て
、直
接
国
交
の
無
い
国
々
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
文
物
が
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。
大
名
は
こ
れ
ら
海
を
越
え
て
も
た
ら

さ
れ
た
舶
来
品
を
手
に
し
て
は
、見
た
こ
と
の
な
い
外
国
へ
の
あ
こ
が
れ
を
募
ら
せ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

　
今
回
の
展
覧
会
で
は
、大
名
家
・
尾
張
徳
川
家
に
伝
え
ら
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
中
央

ア
ジ
ア
な
ど
諸
外
国
の
品
々
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

　
人
々
に
と
っ
て
身
近
な
生
き
物
で
あ
っ
た

鳥
は
、古
今
東
西
を
問
わ
ず
宗
教
・
文
学
・
芸

術
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
題
材
と
し

て
取
り
上
げ
ら
れ
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

人
々
は
空
を
自
由
に
飛
び
回
る
こ
と
が
で
き

る
鳥
に
強
く
あ
こ
が
れ
、神
の
使
い
や
幸
福

を
表
象
す
る
瑞
兆
の
動
物
と
し
て
好
ん
で
作

品
に
鳥
の
意
匠
を
用
い
ま
し
た
。
大
名
た
ち

の
間
で
は
、武
運
の
神
・
八
幡
神
の
使
い
で

あ
る
鳩
が
あ
し
ら
わ
れ
た
武
具
や
、様
々
な

草
花
と
と
も
に
鳥
を
描
く
花
鳥
図
が
吉
祥
画

と
し
て
愛
好
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、季
節
の

移
ろ
い
を
慈
し
ん
で
き
た
日
本
の
人
々
は
、

春
に
は
鶯
、夏
に
は
時ほ

と
と
ぎ
す鳥

、秋
に
は
鶉う

ず
ら

と
い
う

よ
う
に
、季
節
の
訪
れ
を
告
げ
る
存
在
と
し

て
鳥
を
歌
に
詠
み
、身
近
な
道
具
に
鳥
の
意

匠
を
あ
し
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
日
常
生
活
の

中
で
、季
節
を
豊
か
に
感
じ
て
き
ま
し
た
。

　
本
展
覧
会
で
は
、徳
川
将
軍
や
尾
張
徳
川

家
当
主
な
ど
が
描
い
た
花
鳥
図
や
鳥
を
象か

た
ど

っ

た
陶
磁
器
、さ
ら
に
鳥
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た

大
名
道
具
を
中
心
に
展
示
し
、鳥
た
ち
に
ど

の
よ
う
な
想
い
が
込
め
ら
れ
図
様
化
さ
れ
て

き
た
の
か
を
探
り
ま
す
。

　印
いん

花
か

人
じん

物
ぶつ

文
もん

阿
お

蘭
らん

陀
だ

焼
やき

手
て

付
つき

水
みず

指
さし

  
　ドイツ　17世紀　徳川美術館蔵

箱書に「阿蘭陀焼手附水指」とあるが、
ドイツ・ラインラント地方の炻

せっ

器
き

と考
えられている。ラインラントの炻器は
不純物を多く含んだ粘土を用い1200
～ 1300度の高温で焼成した吸水性の
低い焼物で、17 ～ 19世紀に世界中に
輸出された。

一
いち

番
ばん

更
さら

紗
さ

　インド　17世紀　徳川美術館蔵

更紗はインドで作られた木綿の
文様染め布で、なかでも「一番更
紗」は最も上質の更紗とされた。
本作品は江戸時代中期頃までに
舶来した｢古渡り更紗｣で、日本
では衣裳や茶道具などに使用
され、細かく切り取られた跡が
ある。

鶏図　伝徳川家光（3代将軍）筆　
江戸時代　17世紀　周東家寄贈　徳川美術館蔵

濃淡の墨で略画風に描かれた鶏は、三代将軍家光
が余技で描いたと思わせる微笑ましい絵である。
家光の子ども時代の絵は数点知られているが、ど
れも紙の隅に、ちまちまと描いてあるのが特徴で
あり、病弱だったという幼少時の性格をうかがわ
せる。
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徳
川
美
術
館
の
収
蔵
品
の
骨
格
と
な
る
徳
川
家
康（
一
五
四
二
～
一
六
一
六
）

の
遺
産
は
、江
戸
時
代
を
通
じ
て
尾
張
徳
川
家
第
一
の
宝
物
と
し
て
大
切
に
守
り

伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
刀
剣
・
武
具
・
茶
の
湯
道
具
・
衣
類
・
書
籍
な
ど
、多
岐
に
わ

た
る
遺
産
は
戦
国
武
将
の
中
で
も
群
を
抜
く
質
と
量
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

家
康
が
日
常
的
に
使
用
し
た
道
具
や
着
用
し
た
衣
服
の
他
、国
宝
・
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
た
名
品
の
数
々
は
、天
下
人
・
家
康
の
生
き
た
時
代
を
反
映
す
る
希

有
な
歴
史
的
・
美
術
的
遺
産
で
も
あ
り
ま
す
。

　
本
年
は
、家
康
が
元
和
二
年（
一
六
一
六
）四
月
十
七
日
に
七
十
五
歳
で
没
し
て

よ
り
数
え
て
四
百
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
本
展
覧
会
は
、こ
の
節
目
を
記
念
し

尾
張
徳
川
家
に
譲
ら
れ
、今
日
ま
で
伝
来
し
た
家
康
の
遺
産「
駿す

ん

府ぷ

御お

分わ
け

物も
の

」「
駿す

る

河が

御お

譲
ゆ
ず
り

本ぼ
ん

」の
主
要
な
品
々
を
一
堂
に
展
示
い
た
し
ま
す
。

　
蓬
左
文
庫
展
示
室
に
お
い
て
は
、戦
国
武
将
・
家
康
を
天
下
人
と
な
ら
し
め
た

軌
跡
を
、徳
川
美
術
館
・
蓬
左
文
庫
が
所
蔵
す
る
戦
国
武
将
ゆ
か
り
の
品
々
を
通

し
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

展
示
室
１
・
２
　
徳
川
美
術
館
　
　

夏
季
特
別
展

会期：平成27年8月1日（土）〜 9月13日（日）

没
後
四
百
年
　

　
徳
川
家
康

　
　
　
―
天
下
人
の
遺
産
―
　

駿府御分物御道具帳　十一冊　江戸時代　元和2～4年（1616～ 18）　
徳川美術館蔵

尾張家初代義直に分与された家康の遺産台帳である。元和2年（1616）に家康が駿府城で没し
た際、家康が所持した道具類は御三家に分与された。遺産内容は、金銀をはじめ、刀剣・武具・
茶の湯道具・能道具・衣服・調度品や美術品、貴重な輸入品であった織物・香木や医薬品など多
岐にわたっている。家康が、最高権力者として、いかに膨大な量の財宝・財産を所持していたか
を知ることができる。
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国宝　太刀　銘　長光　名物　津田遠江長光　織田信長所持　
鎌倉時代　13世紀　徳川美術館蔵

織田信長が所持した名刀の一つで、本能寺の変の後、安土城を接収
した明智光秀に奪われ、重臣の津

つ

田
だ

遠
とおとうみのかみ

江守重
しげひさ

久に与えられたことか
ら、この名が付けられた。光秀敗死によって津田は牢人となったが、
後に加賀前田家に仕えてこ
の刀を前田家に献上し、その
後、前田家から五代将軍綱吉
に献上され、六代将軍家

いえ

宣
のぶ

の
時に、尾張家四代吉

よし

通
みち

に下賜
されて、尾張家の所有となっ
た。歴史的事件を物語る貴
重な名刀である。

長篠合戦図屏風　　江戸時代　18世紀　徳川美術館蔵

天正3年（1575）5月21日に行われた長篠合戦を描いた屏風である。中央の連
れん

子
ご

川
がわ

を挟んで左側に織田信長・
徳川家康連合勢、右側に武田勝頼勢が配置され、画面右端には合戦の発端となった長篠城の攻防戦が描かれ
る。鉄砲が効果的に使用された合戦として著名で、もうもうとたなびく黒煙の描写が、合戦の臨場感を演出
している。

徳川家康三方ケ原戦役画像　江戸時代　17世紀　
徳川美術館蔵　

元亀3年（1572）武田信玄に大敗した三方ケ原合戦直後の家康の姿
を写している。肖像画は本来威厳に満ちた姿で描かれるが、慢

まん

心
しん

の
戒
いまし

めとして憔
しょう

悴
すい

しきった姿を描く画像は他に例が無く、家康の人間
性を表す画像としても貴重である。尾張家九代宗

むね

睦
ちか

の嫡子・治
はる

行
ゆき

の
正室従

より

姫
ひめ

が、婚礼の際に実家の紀伊家から持参した画像で、以来、尾
張家では「御

おきよめ

清御
おん

長
なが

持
もち

」という大切な品々を納めた長持に入れ、特別
に保管していた。
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は
じ
め
に

　
徳
川
園
と
徳
川
美
術
館
一
帯
は
、十
七
世
紀
の
二
代
藩

主
徳
川
光
友
の
隠
居
所
が
置
か
れ
て
か
ら
三
百
年
以
上
、

徳
川
義よ

し
あ
き
ら禮

が
大
曽
根
邸
と
し
て
尾
張
徳
川
家
の
本
宅
を
完

成
さ
せ
て
か
ら
百
十
五
年
、十
九
代
義よ

し
ち
か親

が
名
古
屋
市
に

移
管
し
、徳
川
園
と
し
て
市
民
に
開
放
さ
れ
八
三
年
を
経

過
し
て
い
る
。
施
設
の
ほ
と
ん
ど
が
戦
災（
一
九
四
五
）

で
焼
失
し
た
が
、わ
ず
か
な
建
築
が
焼
け
残
り
園
内
は
近

世
と
近
代
の
面
影
を
伝
え
て
、そ
の
存
在
は
名
古
屋
市
の

発
展
過
程
の
一
時
期
を
表
象
し
て
い
る
。

　
現
存
す
る
建
築
は
、す
べ
て
五
十
年
以
上
経
過
し
管
理

者
が
常
駐
し
て
、名
古
屋
市
と
徳
川
黎
明
会
に
よ
り
保
存

管
理
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
平
成
十
六
年（
二
〇
〇
四
）日
本
庭
園
が
整
備

さ
れ
、蓬
左
文
庫
旧
書
庫
・
蘇そ

山ざ
ん

荘そ
う

も
新
た
に
修
復
さ
れ

て
保
存
環
境
と
展
示
効
果
が
整
っ
た
。

　
平
成
二
十
六
年
十
月
七
日
、建
築
お
よ
び
工
作
物
九
件

が
国
の「
登
録
有
形
文
化
財
」と
し
て
登
録
さ
れ
た
。
建

築
は
す
で
に
文
庫
や
各
種
の
講
習
会
場
、管
理
事
務
所
な

ど
に
機
能
し
て
い
る
た
め
、あ
ら
た
め
て「
文
化
財
施
設

の
活
用
」と「
公
開
保
存
」が
確
認
さ
れ
た
と
い
え
る
。

　
園
内
の
建
物
は
ど
れ
も「
近
代
和
風
建
築
」と
呼
ば
れ

る
様
式
で
、「
幕
末
・
明
治
以
降
に
伝
統
的
建
築
を
継
承
し

て
い
く
こ
と
に
価
値
を
見
出
し
て
い
く
姿
勢
」と
、「
西
洋

文
化
の
良
い
面
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
つ
つ
、新
し
い
日

本
に
相
応
し
い
和
風
意
匠
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
立
場
の

建
築
」が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

　徳
川
園
黒
門

　塀
　釣
瓶
井
戸

　脇
長
屋
　

建
物
の
創
建
及
び
沿
革

　
連
続
す
る
黒
門
―

塀
―

釣
瓶
井
戸
―

脇
長
屋
は
明
治

三
十
三
年（
一
九
〇
〇
）に
完
成
し
た
旧
尾
張
徳
川
家
大

曽
根
邸
の
正
門
や
外
構
付
帯
施
設
と
し
て
整
備
さ
れ
た
。

　
昭
和
七
年（
一
九
三
二
）か
ら
は
名
古
屋
市
の
都
市
公

園「
徳
川
園
」の
施
設
と
な
り
現
在
に
至
る
。
そ
の
威
容

は
創
建
時
の
容
姿
を
示
し
、徳
川
園
の
歴
史
を
示
す
重
要

な
景
観
要
素
と
な
っ
て
い
る
。

　◎
　黒
門（
く
ろ
も
ん
）

建
物
の
構
造
・
形
式
　

　
木
造
本
瓦
葺
切き

り

妻づ
ま

造
　
三さ

ん

間け
ん

一い
っ
こ戸

薬や
く

医い

門も
ん

　
総
欅け

や
き

造

建
物
の
特
徴

　
黒
門
は
、徳
川
園
の
西
に
開
く
規
模
の
大
き
な
黒
塗
り

の
旧
尾
張
徳
川
家
大
曽
根
邸
の
正
門
で
、木
割
も
太
く
、せ

い（
成･
高
）も
高
い
強
固
な
趣
を
持
つ
総
欅
造
の
三
間
一

戸
の
薬
医
門
と
な
っ
て
い
る
。

　
桁け

た

行ゆ
き

六
・
七
七
ｍ
、
梁は

り

間ま

三
・
一
八
ｍ
、
棟
高
六
・
六
二

ｍ
で
幅
と
高
さ
が
ほ
ぼ
同
一
の
方
形
で
、均
衡
の
取
れ
た

安
定
感
の
あ
る
落
ち
着
き
を
見
せ
て
い
る
。

　
屋
根
は
切
妻
造
の
本
瓦
葺
、真し

ん

反ぞ

り
で
美
し
く
軒
は

二ふ
た
の
き
ま
ば
ら

軒
疎
垂た

る

木き

、鬼
板
獅
子
口
棟
瓦
積
で
破
風
の
拝
み
を
猪い

の
目め

懸げ

魚ぎ
ょ

で
飾
る
。
な
お
、獅
子
口
や
降く

だ
り

棟む
ね

・
隅す

み

巴と
も
え・

軒の
き

巴と
も
え

に
は
三
つ
葉
葵
紋
の
瓦
を
、留と

め

蓋ぶ
た

に
亀
を
乗
せ
て
い
る
。

　
間
口
は
三
・
六
二
ｍ
と
大
型
で
脇
間
一
方
に
潜く

ぐ
り

戸ど

を
付

け
、胴
を
阿あ

迫ぜ
り

羽ば

目め

と
し
て
い
る
。
門
の
両
袖
に
は
白
漆し

つ

喰く
い

壁
と
鎧
張
下
見
の
源
氏
塀
を
従
え
、そ
の
正
面
右
横
の

吊つ
り

板い
た

唐が
ら

戸ど

を
通
用
門
と
し
て
い
た
。

　
本ほ

ん

柱ば
し
ら

は
矩く

形け
い

・
控ひ

か
え

柱ば
し
ら

は
方
形
、下
部
を
腰こ

し

貫ぬ
き

と
飛ひ

貫ぬ
き

で

固
め
、成
が
〇
・
六
ｍ
ほ
ど
の
太
い
冠か

ぶ

木き

に
、男お

う
つ

梁ば
り

を
両
端

と
主
柱
位
置
及
び
そ
の
中
間
の
五
ヶ
所
に
架
け
る
。

　
妻
側
は
男
梁
の
両
脇
に
大た

い

瓶へ
い

束づ
か

を
立
て
、そ
の
上
に
虹こ

う

梁り
ょ
う

を
載
せ
大
瓶
束
が
棟む

な

木ぎ

を
受
け
る
妻
飾
虹
梁
大
瓶
束
式

と
し
て
い
る
。
な
お
、男
梁
上
の
前
面
に
鏡
、後
面
に
根ね

太た

天て
ん

井じ
ょ
う

を
張
っ
て
い
る
。

　
装
飾
の
面
で
は
極
め
て
謙
虚
で
、繰く

り

形が
た

や
絵え

様よ
う

は
付
け

て
い
な
い
。
わ
ず
か
に
虹
梁
に
は
眉
を
欠
き
袖
切
が
見
ら

れ
る
が
若
葉
は
な
く
、寺
院
の
総
門
と
は
異
な
る
豪
壮
な

大
名
屋
敷
の
様
相
を
見
せ
て
い
る
。

　
な
お
、建
築
文
書
や
棟む

な

札ふ
だ

は
不
詳
だ
が
、小
屋
裏
の
束
に

「
大
工
棟
梁
林
春
吉
　
明
治
参
二
年
　
亥
」の
落
書
が
あ

る
。
ま
た
枘ほ

ぞ

穴あ
な

等
の
痕
跡
が
多
く
あ
る
の
で
、一
部
転
用

材
を
使
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　◎
　
塀（
へ
い
）

建
物
の
構
造
・
形
式 

　
木
造
下
見
板
張
桟さ

ん

瓦が
わ
ら

葺ぶ
き

建
物
の
特
徴

　
徳
川
園
の
外
周
塀
は
北
門
か
ら
西
へ
と
黒
門
を
挟
ん
で

園
内
の
西
側
、南
北
の
道
路
に
沿
っ
て
あ
る
が
、ほ
と
ん
ど

が
平
成
十
六
年
の
整
備
の
お
り
、既
存
塀
撤
去
の
上
新
設

さ
れ
た
も
の
で
構
造
体
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
内
わ
ず
か
に
創
建
時
の
既
存
の
塀
が
残
さ

れ
現
存
し
て
い
る
。

　
園
内
西
側
の
黒
門
を
挟
ん
だ
塀
は
、長
さ
五
一
・
三
ｍ
、

「
国
登
録
有
形
文
化
財
」登
録
記
念
報
告

徳
川
園
の
建
築
文
化
財

　（1）
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高
さ
三
・
一
六
ｍ
。
源
氏
塀
簓さ

さ
ら
こ子

下
見
板
張
と
し
て
い
る
。

　
黒
門
の
左
右
両
袖
に
付
き
、向
か
っ
て
右
袖
に
は
通
用

門
を
付
け
て
い
る
。
左
袖
は
蘇
山
荘
の
西
入
口
ま
で
延
び

て
い
る
。
平
成
十
六
年
に
漆
喰
の
上
塗
り
や
杉
板
、押お

し

縁え
ん

の
補
修
が
あ
る
も
の
の
礎
石
、桟
瓦
葺
、裏
面
の
御
影
石
の

控
柱
な
ど
構
造
や
意
匠
は
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
一
方
、西

北
よ
り
の
塀
は
、傾
斜
地
に
階
段
上
に
三
間
幅
で
設
置
し

て
い
る
。
長
さ
三
五
・
四
ｍ
、高
さ
二
・
七
五
ｍ
で
、強
固
な

石
段
積
み
に
建
つ
源
氏
塀
羽
目
板
張
、桟
瓦
葺
。

　
様
式
は
異
な
り
、胴
縁
の
縦
板
羽
目
張
り
と
し
て
お
り
、

裏
面（
東
壁
面
）の
板
壁
を
杉
皮
張
り
の
割
竹
押
さ
え
と

し
て
い
る
。
明
治
三
十
三
年
以
前
と
思
わ
れ
る
。

　◎
　
釣
瓶
井
戸（
つ
る
べ
い
ど
）

建
物
の
構
造
・
形
式
　

　
木
造
切
妻
造
杉
皮
葺

建
物
の
特
徴
　

　
門
を
入
り
振
り
返
る
と
、黒
門
・
塀
・
脇
長
屋
が
同
一
の

視
覚
内
に
あ
り
、徳
川
園
の
歴
史
を
感
じ
る
重
要
な
工
作

物
と
な
っ
て
い
る
。

　
井
戸
は
、脇
長
屋
の
北
東
面
に
位
置
し
て
い
る
釣
瓶
式

の
井
戸
で
、明
治
期
の
古
写
真
に
よ
れ
ば
そ
の
横
に
厩き

ゅ
う

舎し
ゃ

と
馬
の
繋つ

な
ぎ

棒ぼ
う

が
見
ら
れ
る
。
井い

桁げ
た

石
枠
は
一
・
九
五
ｍ
角
。

屋
形
は
、釣
瓶
高
さ
二
・
四
〇
ｍ
、そ
の
支
柱
や
腕う

で

木き

は
な

ぐ
り
仕
上
げ
と
な
っ
て
お
り
、滑
車
は
鉄
製
桜
花
文
透
、屋

根
は
破
風
板
付
き
の
切
妻
で
杉
皮
葺
。
　

　
平
成
十
六
年
に
支
柱
の
基
礎
を
補
強
し
、腐
食
部
を
樹

脂
補
修
し
た
が
材
を
既
存
の
ま
ま
と
し
、屋
根
補
修
も
下

葺
を
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
ル
ー
フ
ィ
ン
グ
と
し
た
が
材
を
再
利

用
す
る
な
ど
、既
存
材
と
様
式
を
厳
守
し
た
修
復
仕
上
げ

と
な
っ
て
い
る
。

　◎
　脇
長
屋（
わ
き
な
が
や
）

建
物
の
構
造
・
形
式
　

　
木
造
平
屋
建
桟
瓦
葺
入い

り

母も

屋や

造

建
物
の
特
徴
　

　
元
は
門も

ん

衛え
い

詰つ
め

所し
ょ

で
、今
は
徳
川
園
管
理
事
務
所
と
し
て

い
る
。
桁
行
一
九
・
六
四
ｍ
　
梁
間
六
・
六
二
ｍ
　
棟
高

六
・
〇
二
ｍ
、延
面
積
一
二
七
・
三
四
㎡
。
入
母
屋
造
の
平

屋
建
桟
瓦
葺
で
、軒
巴
に
は
六
葉
葵
紋
を
見
せ
る
。

　
妻
壁
を
狐き

つ
ね

格ご
う

子し

（
木き

連つ
れ

格ご
う

子し

）と
し
、拝
み
を
鰭ひ

れ

の
あ
る

猪
の
目
と
す
る
。
西
立
面
は
連
続
す
る
塀
に
合
わ
せ
、腰

を
鎧
下
見
板
張
、上
部
を
白
漆
喰
塗
り
と
し
、中
央
に
換
気

窓
を
、左
右
に
武
者
窓
を
付
け
て
い
る
。
黒
門
脇
の
北
西

角
に
も
一
段
低
い
武
者
窓
を
付
け
て
い
る
の
で
、土
間
か

ら
出
入
り
を
監
視
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
内
部
意
匠
は
、昭
和
七
年（
一
九
三
二
） 

に
名
古
屋
市
に

移
管
さ
れ
た
お
り
、詰
め
所
・
物
置
・
公
舎
に
分
割
、平
成

十
六
年
に
内
部
が
改
装
さ
れ
現
状
の
間
取
り
と
な
っ
て
、

当
時
の
様
子
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、道
路
に
面
す
る

西
立
面
と
北
立
面
は
、そ
の
屋
根
構
え
と
共
に
創
建
時
の

旧
状
を
保
っ
て
お
り
、大
名
屋
敷
の
面
影
を
残
す
重
要
な

景
観
要
素
と
な
っ
て
い
る
。

用
語
解
説

＊
三
間
一
戸
薬
医
門
　
柱
間
が
三
つ
で
出
入
口（
戸
）が
一
つ
の
形
式（
三

間
一
戸
）で
、棟
の
中
心
が
前
方
よ
り
に
配
置
さ
れ
、前
の
柱（
鏡
柱
）を

太
く
し
て
い
る
門
構
。

＊
二
軒
疎
垂
木
　
垂
木
が
上
下
二
段
構
え
で
、垂
木
の
あ
き
が
広
い
も
の
。

＊
阿
迫
羽
目
　
両
側
の
柱
に
溝
を
刻
ん
で
板
を
挟
み
落
と
す
仕
上
げ
方
法
。

＊
猪
の
目
懸
魚
　
屋
根
の
切
妻（
拝
み
）部
分
に
、猪
の
目（
ハ
ー
ト
形
）ま

た
は
瓢
箪
形
を
垂
下
さ
せ
た
彫
刻
装
飾
。

＊
冠
木
　
左
右
の
柱
の
上
部
を
貫
く
横
木
。
そ
れ
に
架
か
る
垂
直
方
向
の

梁
を
男
梁
、そ
れ
を
下
か
ら
支
え
る
肘
木
を
女
梁
。

＊
妻
飾
虹
梁
大
瓶
束
式
　
妻
側
の
装
飾
は
、わ
ず
か
に
反
っ
た
虹
梁（
梁
・

水
平
材
）に
瓶
子
の
様
な
形
の
短
柱（
大
瓶
束
）を
置
い
た
架
構
。

＊
眉
欠
き
・
袖
切
り
・
若
葉
　
虹
梁
の
部
品
名
称
で
、下
端
に
刳
っ
た
平
行

線
、こ
れ
を
彫
る
の
を
眉
を
欠
く
と
い
う
。
ま
た
両
端
部
の
斜
め
に
厚

さ
を
薄
く
欠
き
取
っ
た
部
分
を
袖
切
り
と
言
い
、見
附（
正
面
　
垂
直

部
分
）の
唐
草
等
の
彫
刻
を
若
葉
と
呼
ん
で
い
る
。

＊
源
氏
塀
簓
子
下
見
板
張
　
徳
川
園
の
形
式
で
は
、腰
壁
は
下
見
板
張（
重

ね
張
り
）と
し
そ
の
上
は
白
漆
喰
壁
仕
上
げ
、頂
部
に
桟
瓦
屋
根
を
葺
い

て
い
る
。
竪
に
打
ち
付
け
る
押
縁
を
、杉
板
が
斜
め（
鎧
張
）に
な
る
よ

う
に
加
工（
簓
子
）し
た
塀
が
基
本
と
な
っ
て
い
る
。

＊
狐
格
子
　
竪
横
の
格
子
の
裏
に
板
を
張
っ
た
壁
で
、蔀し

と
み
子こ

と
同
じ
で
竪た

て

子こ

が
前
に
出
て
い
る
格
子
。

＊
武
者
窓
　
大
名
屋
敷
の
武
家
長
屋
な
ど
に
用
い
ら
れ
た
竪
格
子
の
出
窓
。

（
元
名
古
屋
市
文
化
財
調
査
委
員
会
委
員
　
畔
柳
武
司
）

用
語
解
説

＊
三
間
一
戸
薬
医
門
　
柱
間
が
三
つ
で
出
入
口（
戸
）が
一
つ
の

形
式（
三
間
一
戸
）で
、棟
の
中
心
が
前
方
よ
り
に
配
置
さ
れ
、

前
の
柱（
鏡
柱
）を
太
く
し
て
い
る
門
構
え
。

＊
二
軒
疎
垂
木
　
垂
木
が
上
下
二
段
構
え
で
、垂
木
の
明
き
が
広

い
も
の
。

＊
阿
迫
羽
目
　
両
側
の
柱
に
溝
を
刻
ん
で
板
を
挟
み
落
と
す
仕
上

げ
方
法
。

＊
猪
の
目
懸
魚
　
屋
根
の
切
妻（
拝
み
）部
分
に
、猪
の
目（
ハ
ー

ト
形
）ま
た
は
瓢
箪
形
を
垂
下
さ
せ
た
彫
刻
装
飾
。

＊
冠
木
　
左
右
の
柱
の
上
部
を
貫
く
横
木
。
そ
れ
に
架
か
る
垂
直

方
向
の
梁
を
男
梁
、そ
れ
を
下
か
ら
支
え
る
肘
木
を
女
梁
。

＊
妻
飾
虹
梁
大
瓶
束
式
　
妻
側
の
装
飾
は
、わ
ず
か
に
反
っ
た
虹

梁（
梁
・
水
平
材
）に
瓶
子
の
様
な
形
の
短
柱（
大
瓶
束
）を
置
い

た
架
構
。

＊
眉
欠
き
・
袖
切
り
・
若
葉
　
虹
梁
の
部
品
名
称
で
、下
端
に
刳
っ

た
平
行
線
、こ
れ
を
彫
る
の
を
眉
を
欠
く
と
い
う
。
ま
た
両
端

部
の
斜
め
に
厚
さ
を
薄
く
欠
き
取
っ
た
部
分
を
袖
切
り
と
言

い
、見
附（
正
面
　
垂
直
部
分
）の
唐
草
等
の
彫
刻
を
若
葉
と
呼

ん
で
い
る
。

（
元
名
古
屋
市
文
化
財
調
査
委
員
会
　
委
員
　
畔
柳
武
司
）

徳川園黒門　立面図

徳川園　塀
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交 通 案 内

ご 利 用 案 内

「蓬左」第90号　☆平成２７年３月３１日発行　☆編集・発行：名古屋市蓬左文庫　☆無料　☆不定期刊行　☆印刷：菱源（株）
※古紙パルプを含む再生紙を使用しています。

ホームページ　http://housa.city.nagoya.jp/〈蔵書検索もできます。〉

■公共交通機関をご利用の場合
●名古屋駅より
【なごや観光ルートバス「メーグル」】
【 市 バ ス 】
【名鉄バス】
【　J　R　】 
【地下鉄】

●栄より
【 市 バ ス 】

 名古屋駅前8番のりば名古屋駅発着で平日30～１時間に１本、土・日・休日は20分～30分に1本運行
名古屋駅前２番のりば基幹２号系統、「徳川園新出来」下車徒歩３分
名鉄バスセンター３F　４番のりば基幹バス「引山」方面行「徳川園新出来」下車徒歩３分
JR中央本線、「大曽根」下車南出口より徒歩10分
東山線「藤が丘」方面行、「栄」で名城線「右回り」に乗り換え「大曽根」下車３番出口より
徒歩15分　桜通線「徳重」方面行、「車道」下車①番出口より徒歩15分

栄バスターミナル（オアシス21）3番のりば基幹2号系統、「徳川園新出来」下車徒歩3分
■お車をご利用の場合
蓬左文庫専用駐車場はありません。徳川園駐車場（有料　30分　120円）をご利用下さい。

■休館日／月曜日（祝日・振替休日のときは直後の平日）
 12月14日㈪～1月4日㈪　※催事により変更することがあります。
■展示室／有料　一般：1200円　高大生：700円　小中生：500円（蓬左文庫・徳川美術館 共通観覧）
 【開室時間】午前10時～午後5時（入室は午後4時30分まで）
■閲覧室／無料・館外貸し出しはいたしません。
 【閉架図書】午前9時30分～午前12時　午後1時～午後5時　【開架図書】午前9時30分～午後5時
 【複写サービス】保存など支障のない範囲で、CD-Rからのプリントアウトまたはマイクロフィルム複写などの方法により行います。電話・郵便による申込みも可。

地下鉄名城線

名鉄瀬戸線

基幹バス

徳川園
新出来

名古屋城

久屋大通

大曽根至大阪

蓬左文庫

徳川
美術館

徳川園

地下鉄桜通線丸の内 久屋大通

金山

上前津

名古屋 伏見

鶴舞

千種 今池

至東京

御器所

栄

栄町 地下鉄東山線
車道

地下鉄鶴舞線

JR中央本線

表紙：御書籍目録（元和・寛永）（ごしょせきもくろく　げんな・かんえい）　２冊　27.0×21.2cm

　
尾
張
家
初
代
義
直
の
蔵
書
目
録
で
あ
る
。
表

紙
の
写
真
は
、こ
の
目
録
に
収
録
さ
れ
た「
駿

河
御
譲
本
請
取
目
録
」の
最
後
の
部
分
で
あ
る
。

元
和
三
年（
一
六
一
七
）正
月
七
日
付
で
義
直

の
側
近
と
見
ら
れ
る
家
臣
三
名
に
よ
る
受
取
確

認
の
署
名
が
あ
る
。

　
目
録
の
第
一
冊
は
、一
筆
で
記
さ
れ
た
も
の

と
推
定
さ
れ
、巻
頭
か
ら「
駿
河
御
譲
本
請
取

目
録
」の
写
が
収
録
さ
れ
、続
い
て
寛
永
二
年

（
一
六
二
五
）ま
で
と
推
定
さ
れ
る
収
集
書
の
目

録
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
第
二
冊
は
、そ
の
都

度
書
き
継
が
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
、寛
永
三
年

（
一
六
二
六
）以
降
の
収
集
書
の
記
録
で
あ
る
。

た
だ
し
最
初
の
五
丁
分
に
は
、目
録
の
間
に「
以

上
十
部
常
御
前
」「
肥
田
孫
三
郎
ヨ
リ
請
取
」「
以

上
十
部
駿
府
雑
本
之
長
持
ヨ
リ
出
ル
」な
ど
の

注
記
が
入
り
、こ
の
な
か
に
は
、家
康
生
前
に
義

直
に
譲
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
重
要
文
化

財「
河
内
本
源
氏
物
語
」と
み
ら
れ
る『
源
氏
物

語
』の
記
載
も
あ
る
。
寛
永
三
年
以
降
の
記
述

で
は
、同
十
六
年
ま
で
は「
以
上
廿
五
部
寅
年

買
本
」な
ど
一
年
ご
と
に
集
計
の
記
録
が
あ
る

が
、最
後
の
五
丁
分
六
十
八
件
に
つ
い
て
は
、年

代
を
確
定
で
き
る
記
載
が
な
い
。

　
基
本
記
載
は
書
名
と
冊
数
で
、一
番
か
ら
は

じ
ま
る
通
番
ご
と
に
十
数
件
ず
つ
記
載
さ
れ
て

い
る
。
通
番
は
収
納
さ
れ
て
い
る
箱
や
長な
が

櫃ひ
つ

、

担た
く

子す

に
付
け
ら
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
後

筆
で
配
架
場
所
や
購
入
・
献
上
の
別
、出
納
の
記

録
な
ど
が
記
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、受
入
簿
兼

出
納
簿
の
役
割
を
は
た
し
て
い
た
も
の
と
推
定

さ
れ
る
。

　
ま
た
、書
物
を
家
臣
な
ど
に
与
え
た
際
に
捺

さ
れ
た
消
印
に
は
、義
直
で
あ
れ
ば
遺
言
状
に

捺
さ
れ
た
印
と
同
じ
印
が
使
用
さ
れ
、義
直
没

後
は
、遺
品
と
し
て
蔵
書
を
受
け
継
い
だ
二
代

光
友
の
所
用
印
が
捺
さ
れ
る
な
ど「
藩
主
の
文

庫
」と
し
て
の
色
合
い
が
特
に
濃
か
っ
た
時
期

の
特
徴
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
元
和
二
年（
一
六
一
六
）、家
康
が
亡
く
な
る

と
、刀
剣
お
よ
び
衣
類
調
度
、書
物
な
ど
所
用

の
品
々
は「
駿
府
御
分
物
」と
し
て
、将
軍
家
と

尾
張
・
紀
州
・
水
戸
の
三
家
に
分
け
ら
れ
た
。

書
物
以
外
は
、十
数
冊
に
お
よ
ぶ「
駿
府
御
分

物
帳
」の
原
本
が
現
存
し
て
い
る
が
、の
ち
に
、

「
駿
河
御
譲
本
」と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る「
駿

府
御
分
物
」の「
御
書
籍
」に
つ
い
て
は
、こ
こ

に
収
録
さ
れ
た
写
が
唯
一
の
記
録
で
あ
る
。

御
書
籍
目
録（
元
和
・
寛
永
）

江
戸
時
代（
十
七
世
紀
）写

御書籍目録（元和・寛永）
第二冊


